
防 虫 'F l革 ∴第 4-2簡二ⅠⅠ

Jfil-/i-'TIistqpathologicalObservationofChemosterilizingEffectofMetepaandEemp80nFemale

もも叫漣dql,t革.Of･､theAzukiBeanWeevil,Catto80b'uchusch''nens''8L IsamuNAKAYAMA (Research
3紬 9/望paTtme･tt,PesticideDivision,SumitomoChemicalCo･Ltd･,Takarazuka･shi,Hyogo665,Japan)
i;如･･:革q;eiyqdDec･25,1976･Botyu-Kagaku,42,92,1977.(withEnglishSummary96)

7-.{:(上iJ.J,..
l‥:Jl芦･,..ーアズキゾウムシ雌成虫に対する ･metepa,hempaの影響,とくにその病態組給学的観
一三･;,察 Jー中山 gj(住友化学工業株式会社農薬事業部研究瓢 兵障県宝塚市高司4丁目)51･12･25受理

7;うこ..J.盲l

いL=rJ::･トァズギゾウムシ雌成虫に対するmetepaおよび hempaの不妊化機構を病態組綴学的に検討した.

'lj'こら ･羽化直後に metepa(40iLg/噸)を局所施用LT=雌の72時間後の卵巣は削 ､すると同時に卵原細胞部

･';I-=Llこ多ぐのぜクノーシスが認められた. またこの雌が産下した卵では, 分割核は兄い出せなかった.

したがって metepaの不妊化機梢は卵鎚の縮小による産卵抑制と卵形成途上の卵原細胞のピクノー

盲目,-,ii-'fシ･スiこ起因する卵化阻害によると推察した.Hempaでは metepa と異なり卵Biは正常であり,那

lJJ3,,:;た原細胞の.異状もほとんど認められなかった. しかし産下田前の卵が総輸卵管で縮小しているのが観

察された.これらの事実からhempaの不妊化機構を考察した.

‥ ".･Ju. 緒 言

.7̀化学示妊剤のアズキゾウムシ CalLosobruchuschi･

ncnsi9･二成虫に対する不妊効果についてはすでに数多

く報告されており.その内 metepaは両性に不妊化

を･むたらすが碓処理による効果は雌のそれに対し,袷

-3倍強いこ･tが明らかにされているl). 一方 hempa

の作用は.卿化抑制と産卵抑制に起因する雌性不妊で

あ;I),･雄の約6倍の効果を示していが). これらの作

用観梢の究明については中山･′長沢3'によって,アズ

キゾウムシ雄に対すろ metepa の貯化抑制機構が明

らかに.きれた.≒本報告においては･metepaおよび

hempaの雌成虫処理によってもたらされる不妊化機

構を病態細粒学的に究明した結果を述べる.

本文に入るに先だち,論文の御稿閲の労を賜わった

島根大学怠学瓢 ･長沢純夫教授.ならびに種々の御助

言をいただいた東京教育大学良学部八木繁実助教授,

さらに火映の御協力をいただいた同学部比留間潔氏に

対し深く感謝申し上げます.･.

実験材料および方法

供試兆剤および供試昆虫 : この実験に もちいた

metepa.(Trl'S(2-methyll1-aziridinyl)phosphine

oxide) と hempa (Hexamethylpl10Sphorictrial

mi°e)はresearchgradeの試料で,それぞれアセト

ン溶液としてもちいた.またアズキゾウムシ CatLos･

obruchuschinensisL.は当研究所で数年来累代飼育

をつづけて今日にいたる系統である.

実験方法 :1･産下卵の腫発生一羽化直後に40〃gの

metepa (完全な不妊化虫)を処理した雌と無処理の

雄,1対を70-90位のアズキと共に直径 9cm のペト
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リ皿に入れて産卵させた.さらにひとつのペトリ皿に

無処理の雌雄1対を入れこれらの産下した卵の外部形

態を解剖顕微鏡下で産下直後から経時的に比較観察し

た.

また崖下後所定時間を経過した卵をカルノア紋で固

定し,フォイルゲン敗色をほどこし脱水し,全体をカ

ナダバルサム中に封じた後,腫発生の進行状態を調べ
た.

2. 成虫の卵巣に及ぼす作用一羽化脱出屯後の確に

metepa(40fLg/FLt)または hempa(200FLg/FLL)を処

理し72時間後に生理食塩水中で卵巣を取り出し,プア

ン紋で固定し常法にしたがって組織切片を作成した.

艶色はデラフィールドへマトキシ1)ンとエオシンによ

った.また hempa処理した雌の卵以については解剖

顕微鏡下でその長径 (卵管先b;fla迄)および知従を洲Jji:

した.

実験績果および考察

1. Metepa

Metepaをアズキゾウムシ雌成虫に処理して柑られ

る不妊化は座下卵に見られる鮮化抑制と産卵抑制であ

ることはすでに知られており,この機構をしらペるた

めに,まず雌処理によって得られた卵の外部形闇をし

らペ Fig.1に示した.雌処理×無処理雄区の座下卵

の形態は雄処理×無処理雌区と同様に正絹卵とはn)1ら

かに異なり.卵殻内で幼虫態は形成されていなかった.

しかし雄処理×無処世雌区の卵と比較すると-i_.i手bTd.な
った経過を示すJ:うであるが,明磁な形億的相迫は兄

い出せなかった.次にこの点を明らかにするために卵

全体を敗色し.卵黄内の分割核を直接観察することに

よって,その分裂核数をTablelに示した.無処現
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L5(の碓 ド爪後の8日では6胴の'J)利枝が慨然され 6時

ll"ll後にはさらに兜/紬.'itl-:みqt銘が形lJ乾されていた.し

かし雌処理×細I拠L理PEF<の卵では2仙川u柿;幽しても'JI
刑似 上山､.'目せなか )1;.この'Jrjll川糾)｣へfJlfr･かu
人した柊.即'Jl'判がJたく巡りし/亡か つたことをノバ,･して

いる.即rL',IT'F;卜時にすでに卵接のliWEないし刑火が

いこらされ(:ものと考えられる.雌処月!×如処顎雌rX

Flg L Externalshapesoreggsdeposited
byunLrealedmalex mcLeI)a(40/Lg)

t..eatedremalc(A),bymelCPa(40/Lg)

lreatCd male x untrcated lemalc

(B),andbyuntre'ltCd malc x unL-

LC'ltCdrcmalc(C).1,2,'lnd3showlng

dcvclopmenL'lIstagesat0,24,and

96houl.sartcl.dcposiLion,l-CSPCCL)-

vely

Table1. Nunlbel-OrCleavagenucleioreggsde-

posltedbyCc//T'nellSIS.

Sex Houl-Sa一ter

treatcd** deposltion

Untl･eat111e111

Felllale

Ma)e

0

6

6

d･
6

2

+ Meansor5cggs

'+ Metcpa40/LgWeeVIl

では雌/LimTx僻処押雌区の場合より潜下分割核が多く

徹黙され ･dL糾後卵/JJ判が放[･llなされたことを,Jtして

おり.ltlllW 'で蛸'憤糾鰍学的に明らかにしたJ!iと一･致
した.

以 卜のことから.嘩他州 こよって碓 卜された卵の卵

似 ますでに押印以抑 こ')tL朋 をさすこし.他紙的'̂ した
のであろうとIII黙される.

碓 ドされた卵の卵核のyQ14人は､1然確城山に mcICPa

を処即した時期の卵形城途卜に作用点があると据えら
れるので,処理後72時riJr=こ卵iliを触 り目し.その糾
織切片を,粥べ, Flg･2に/liした.MeLCPa処川東の

II- Lrt■一■■■1q

Fig.2, OvariallLSSueSOrC.cltt'nensisat72

hoursarlerenlel･ge11Ce.
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Tablc2. Avel'ageunhatchabllltyOreggsdepo-

sILedby5palrSOrC.chinenstsappllcd

metepaatzeroor24hoLlrSaltcreme-

rgellCe･
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FIflr･Jl. Change or LlnhatchとIb‖hy or cR,那

deposlted atvat.IOUS JnLeI･V之llsarlCT

Lreatmentbysler‖lZedrcnlalcxnorm之Il

male metepa;一 一10/Lg･ -∇ -20/Lil,-●-40〃g/早
卵r･::先3;f'uL部では卵Ji細目胞部に多くの'='/ノーシスが比

られた.また,卵形成申lgjにもr‖-,はめられたが,後期
には少なかった,これは卵Ji;(糾他.Wのように.1吊別左

が描,'出している場合と比校して,後脚の卵l:掬刑地が卵

乱 rollICIcCCH, さらに卵)投によって/止まれている

ため.糸剤のl;t:,ちll.壬を受け肘巨いのであろうと考えられる

したがって つ の卵渠小竹.=の卵形成速 I1.で,明らかに

nlCtCPaに対する感受件に和迩のあることがわかる.

この点は次に小すー-.つの点からもFifjらかである.ひと

9Ll

(A)arld24hoLlrS(B)arleremer,監ence.

つは Table2 に示したことく31)Hヒ巾後のJLq山と羽化

24柑 ltJ後の仰a体に mcLCPとtを処即したときの劫火の

仰滋であ る.川Jち.)Jカ化lfl-後に く らベ 2Ll日..jI'"rl後に

meLepa を処PJ!した嚇令のイこ/JT効果がは 卜する これ

は Flg.3に示L,1こように羽化後24lIWりをW.過すると

りHLにの発行Gf･t.Jかま羽化向後とH.:しく災なり.2LIlI.'川LJ綾

では姥Fl｢(FtliIの完J戊卵が多飲lTまれている この叫J別
に nlelCPa の処理を才Jなってもこれらの ノ̀■山戊8riには

ほとんど効火がない glJ'2J!..tとして, Flg 4に′J､L/

T:ごとく雌処理では 20/Lg. 10FLg(X天で,72時l川後に

｣ミ耶化率が低 卜し,lH朋f]を産む.これは明らかに卵

形成途 卜.で Fig 2に見られたことく感受性のソd/L･る

叫lyjの//(卜を'Jtしている

ところで,高瀬lli.の処理によってqF.J戊山に嵐山され

る･Ttlllな小IJ｢化の機fI'/jは Fは .5に小した.i:うTJ:ihri的:
な卵ulの鮒少である.こうLt.:卵TRの8r川'･Zl)吃途 lに15

ける蛸実作の郁L!/i:らび に 卵出の鮒少に つ いて は

I,ZlCh<lnCee/al.J)によって,ラセンウシパ工. イエ

バェ,BracoJt. i,ヨウジョウバエ19･:で.いずれ も,.I;j

化後の処刑l判抑こよって.JJR妙卵門と退化8仰ぐ歓のjIl･.

なることがのべられている.

以 f.のことから,nletCPaを雌成虫に処fFZ!して起る

不女T:化の機jlVjは,即nlにおける卵形likの附'.i-:によって

卵Luが鮒少し17'(･:卜卵数が減少することと.卵形成途 t･

における8仙;油IrJri4の卵核の城タヒに起川する新化附 .Itに

よるものと巧.えられる.

2. HemPa

Hcml)之tを処JIiル た アスーキゾウムシの卵T)iをal1は し
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Fig.5. 0VariesorC.chinensisat72hoursalteremergence. C:untrea tm e n t,

M:meLcpatt･eatment,40FLg/♀ e:eggintheoviduct,o:ovariolc ･

Gt､
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檀
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Fig 6 0V<wialtissuesorC.cIJL'1ECnSisaL72hours<lrlCrCmCrgCnCe･C:unLrC･ltmCnL,

H:hcmpalrealmCnt,200/Lg/辛,C:egg,d:dc耶neraLedcgg･

た糸与栗をノバしたのが Tab)C3である.この鮒果から

明らかにように,hemp.1 においては細処即の卵腿と

変わらず metepaの 40/Lg 処FJ!で柑られたJ:うな卵

Lliの締少は認められない.それにもかかわらず産卵が

抑制される冊 Hをfyjらかにするために hempa処理後

72時Il'lJHの卵り!を収りtlル て糾総帥l'l'を作成し,卵と

卵Lnの鵬旅をしらべた.その結果, Fig.6に見られ

るように,hempa を処理した個体の卵巣では卵原細

胞部にわずかながらピクノー シスが観察 され るが

FAG.2の metepa程顕著ではない.さらに総輸卵管

円で座下Lal前の卵が縮少しているのが観察された.こ

うした成軸卵の縮少,吸収については Campion5)が

95
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Table3. SizeofovariesofC.chfncnsl-sat72

hoursattertreatmentothempaand

metepa.

chemical Dosage size(mm)
/̀g/辛

Hempa
100 1.65土0.096×2.28土0.104

50 1.65±0.073×2.41土0.101

Metepa 40 1.44土0･022*×1･85士01062♯
Untreatment 0 1.65j:0.%3x2.47iO.104

(1.35士0.拡4×1.65±0.028)**

* Differencebetweentreatmentandcontrolis
significantatthe5% level.

** Justafteremergence.

不妊瓢 tretarnine処理した数理の昆虫で認 め られ

ることを報告した.またこれらの来剤によって生じる

未成熟卵の異常な卵売形成についても多くの例を報告

している. これ らの報告例と本実験の結果から.

hempaは卵形成途上の卵核よりむしろ栄養細胞に作

用して異常卵が形成され.その後これらの卵は卵管flB

へ吸収され,座下卵数の減少.一部産下された卵の貯

化抑制がもたらされるのであろうと推察される.
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SurLlmary

Somehistopathologicalobservationsweremade

torealizethemecIlanism ofsterilizingeffectof

metepaand hempa on female adults of the

azukibeanweevil,CallosobruchuschinensisL.

Chemosterilantswereappliedtothedosalside

oithejustemergedfemaleadults.Reductionin

thesizeofovariesandpicnocisofoogonialcell

nucleiwereadmitted3daysaftermetepatreat･

ment. Nocleavagenucleiineggsdepositedby

metepatreatedfemalewasobserved.On the

otherhand,thesizeofovarieswasrLOrmaland

picnocisofoogonialcellnucleiwerescarecely

admittedwithhempatreatment.Itwasobserbed

tllatthematureeggsjust before deposition

shrinkedintheoviductofhempatreatedfemale.

From theresultsmentionedabove,itcouldbe

consideredthatthemechanismoisterilizingeffect

ofmetepawasdue to theinhibition ofegg

depositionandegghatcllinginducedbyreduction

ofovaryorpICnOCisofoogonialcellnucleiin

oogenesis.

新 刊 紹介

AnimalCommunicationbyPheromones.Acade-

micPress(1976)167員 5,940円 H.H.StlOREY著

著者は緒言で,百科部典の記述のように,フェロモン

の種籾と作用を網群しているわけではないことをことわ

っている.矧こ,従来の殆んどのフェロモンに関する=Y.:

作が何人かの研究者による分担執邦であったのに対し.

一人で香いたことを強調しているのは,P.:者なりのフェ

ロモンの意味論を展開したかったに迎いない.従って.

動物全般についてのフェロモンの研究を.消化し総余し

て,統一した方法で紹介している.むしろ昆虫.仏和に

ついての研究の紹介は最小限に留め,動物矧こ門椎動物
について広く記述されているのも特徴である.
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2草では,昆虫と嘱乳類のフェロモン分相腺,フェロ

モン作用のある匂い物質発丁托の機矧こついて記述されて

いる.

3]7己は.祈者の位も相.1法とするフェロモンfuT'J!Cこ対する

定位･移動のメカニズムの考群であろ.

もう一つの特徴をあげれば,今までのフェロモンの分

数が,行動の約-架によっていたのに対し,むしろ原因と

なる行動によって分現していろことであろう.

-rILT==#者の主張が盛りこまれているが,独善的に

ならすに多くの例証をあげており,フェロモンの研究者

には,r]身の研究に附らしあわせて一読する価値があろ

う. (前桁正三)


